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微小動物の動きを麻酔を用いずに抑えることで、生きたままでの長時間の観察や放射線局部照射
実験を実現する高い保水性能を有する生物試料用PDMSマイクロチップ。

生物試料用マイクロチップ技術と
その応用
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生物試料の長時間ライブイメージング観
察用容器

マイクロ流路チップ等微細加工メーカー・
医療バイオ実験機器メーカー
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微小生物の動きを麻酔を用いずに抑えることで、生きたまま長時間の観察や放射線
局部照射実験を実現する高い保水性能を有する生物試料用PDMSマイクロチップ。
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生物試料用マイクロチップ技術とその応用

培養細胞や微生物、微小動物などを生きたまま長時間培養または麻酔なしで
収容保定するための高い保水性能を有するPDMSマイクロチップ。
限られたスペースでの各種生物試料の長時間観察などにも広く応用可能。

厚さ300 µmの線虫収容保定用PDMSマイクロ
チップ（左）。

マイクロチップの直線状のチャネル（溝）に収容し
た線虫（成虫）。

線虫を収容した
マイクロチップ

マイクロビームの
出口

応用例

マイクロチップのチャネルに収容した線虫の筋細胞活動の
イメージング。PDMSは自家蛍光がなく蛍光観察に好適。

100 μm

アウトカムに至る段階

イオンマイクロビーム照射装置（右）を用いた線虫へのマ
イクロビーム局部照射。マイクロチップの厚さをイオンビーム
が透過可能な1mm以下としたことで、ヒットしたイオンの
正確な検出と照射後の線虫の観察を実現。
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